　座間市入谷地区住居表示検討会規約
（名称）
第1条 本会は、座間市入谷地区住居表示検討会（以下、「検討会」という。）と称する。
（目的）
第2条 本会は、座間市の入谷地区における住居表示の検討を行い、住居表示審議会に提出する案を作成することを目的とする。
（検討事項）

第3条 本会の検討事項は、次の各号に掲げるとおりとする。
（1） 入谷地区における町名及び町割りの現況と課題の整理
（2） 座間地区との境界部における町割り変更の検討
（3） 市民意向把握方法について（アンケート設計、ヒアリング項目等の整理）

（4） 入谷地区における住居表示の方針について
（委員）

第4条 検討会は、20名以内の委員をもって組織し、次に掲げる者で構成する。
（1） 自治会推薦者
（2） 地元組織の推薦者
2 委員の任期は検討事項の終了までの期間とする。
（会長及び副会長）
第5条 検討会には会長１名及び副会長１名を置き、委員の互選により定める。
2 会長は、会務を総括し、検討会を代表する。
3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときまたは会長が欠けたときは、その職務を代理する。
（会議）

第6条 検討会の会議は、会長が招集し、会議の議長となる。ただし、会長及びその職務を代理する者が在任していないときの検討会の会議は、都市計画課（以下「事務局」という。）が招集する。
2 検討会の会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。

3 検討会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
4 会長は、会議の進行について、事務局に一任することができる。

（意見の聴取）
第7条 検討会は、会議に必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。
（庶務）

第8条 検討会の庶務は、事務局において処理する。
（審議会提出案の作成）

第９条　検討会で検討された意見に基づき、事務局において、案を作成する。

（委任）
第１０条　この規約に定めるもののほか、検討会の運営に関して必要な事項は、会長が検討会に諮って定める。
第１１条　検討会は、第２条に掲げる目的を達成した後、又は検討会の決定をもって解散する。

附　則　この規約は、平成27年7月13日から施行する。
